






 

1.下肢装臭に関して 

 徳大式バネ付長下肢装具が昭和40年に開発され過去11年間に60例に使用し

た。その効果は歩行の再獲得のみならず下肢、脊柱変形の発生、増悪防止、ADL、

心理面への好影響、介助の軽減などに有効であった。今回、追跡した 26 例の装

具歩行期間は平均 3年 5ケ月(1 年 2 ケ月～5年 11 ケ月)、装看時年令は平均 11

才 6 ケ月(9～15 才 6 ケ月)、平均 15 才の時点で装具歩行の限界に達した(図 1). 


